
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ チャペルでの全学礼拝時には以下について 

         ご協力をお願いいたします ★ 
 

＊ マスクの着用 

＊ 席は詰めすぎずに着席 

＊ 起立での讃美歌の歌唱、主の祈りの唱和 

Chapel News
No.52023年 10月 6日（木） 

 

神を仰ぎ 人に仕う 

 

「主なる神を仰ぎ見れば」 

〜パイプオルガン完成間近〜 

 

わたしは今、みなさんがチャペルの椅子に座していることを想定してチャペルニュー

スを執筆しています。目の前にはパイプオルガンの威風堂々とした姿が現れていま

す。今月末を目指してオルガンビルダーの方々が奮闘中です。 

これまでの流れを少し振り返りますと「発起人会」を立ち上げたのが 2005 年 7 月、

2012 年度末には尊いご寄付の募金総額が一億円を超えました。そこで「第 1回 聖

学院大学チャペル・礼拝堂パイプオルガン設置委員会」が 2013 年 6 月 11 日（火）

に開かれました。内外より 22名が集まり開会礼拝は菊地順チャプレンにより「より豊か

な讃美のために」と題して、奨励を頂きパイプオルガンプロジェクトは動き始めました。

完成の暁には学生諸氏と共にオルガンの音に合わせ主なる神を讃美できる日を楽し

みにしています。 

資料によりますと聖学院大学チャペルに設置されるパイプオルガンのパイプの本数

は 2836 本だそうです。その名の通りパイプに空気を送り込んで音を出す仕組みです

が、１本のパイプからはひとつの音しか出ません。喩えるならばチャペルに集まる私た

ちが一本のパイプと言えるのではないでしょうか。全員が異なるパイプの持ち主なので

す。それぞれ異なったわたしたちがチャペルに集まり主なる神を仰ぎ、祈りを合わせ、

声高らかに讃美するときに素晴らしいハーモニーが生まれるに違いありません。 

最後に詩編 98編 4節〜６節の聖句を引用し擱筆とします。 

「全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ。歓声をあげ、喜び歌い、ほめ歌え。琴に

合わせてほめ歌え 琴に合わせ、楽の音に合わせて。ラッパを吹き、角笛を響かせて 

王なる主の御前に喜びの叫びをあげよ」。                             

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
い だ

したまえ 

国とちからと栄えとは  

限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

毎週木曜日 18時 40分～19時 40分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。
どなたでも自由にご参加ください。 
      

 

（聖学院院長・キリスト教センター所長 山口 博) 

わたしたちは知っているのです、苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を

生むということを。           （ローマの信徒への手紙 第5章3～4節） 

 
 

 
 全学礼拝は火曜日～金曜日です。秋学期の月に 1度のチャペルでの対面礼拝

週間は 14時 40分～15時 10分で行われます。それ以外は、昨年度に引き続

きキリスト教センターホームページでの文書礼拝配信となります。 



＜秋のキリスト教週間 10/10～10/31 シリーズ礼拝 「聖学院 120周年を覚えて」＞ 

次回の Chapel News発行日は、11月 10日（金）です。 

 

文書礼拝配信は、キリスト教センターのホームページからアクセスできます。 
 

聖学院キリスト教センター 
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秋のキリスト教週間 〈シリーズ礼拝〉 「聖学院 120周年を覚えて」 
 

9月 26日（火） 小池 茂子先生 （聖学院理事長、大学学長） 
9月 27日（水） 村松   晋先生 （日本文化学科教授） 
9月 28日（木） 鈴木   光先生 （日本キリスト教団勝田教会牧師、本学講師） 
9月 29日（金） 神吉乃三巳職員 （キリスト教センター事務室マネージャー） 

10月  3日（火） 伊藤亜矢子先生 （心理福祉学科教授） 
10月  4日（水） 甲賀 正彦先生 （日本キリスト教団大宮教会伝道師、本学講師） 
10月  5日（木） 小林 茂之先生 （日本文化学科教授） 
10月  6日（金） 稲垣   新職員 （情報センター事務室職員） 
 
 
10月 17日（火） 高橋恵一郎先生  （女子聖学院中学校高等学校チャプレン） 
10月 18日（水） 和田 光司先生 （欧米文化学科教授） 
10月 19日（木） 渡辺 英人先生 （政治経済学科准教授） 
10月 20日（金） 古谷野 亘先生 （心理福祉学科特任教授） 
10月 24日（火） 村瀬天出夫先生 （欧米文化学科准教授） 
10月 25日（水） 東野 尚志先生 （日本キリスト教団滝野川教会牧師、本学講師） 
10月 26日（木） 清水 正之先生 （聖学院大学名誉学長、聖学院大学名誉教授） 
10月 27日（金） 竹井   潔先生 （政治経済学科特任教授） 

Seigakuin University CHAPEL NEWS  2023.10.10-13 
「一人を愛し、一人を育む。」 

奨励者 柳田 洋夫 

（人文学部チャプレン） 

司会者 洛
ナ

雲海
グ ネ

 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌  7番 1、2節 

聖 書  ヨハネによる福音書 

      8章 32節 （新約 P.182） 

祈 祷 

奨 励  「石川角次郎と『聖学の院』」 

祈 祷  

讃美歌  7番 3、4節 

主の祈り 

後 奏        

 
 
 

１０月 11日（水） 
 

 

奨励者 洛
ナ

雲海
グ ネ

 

（政治経済学部特任チャプレン） 

司会者 山口 博 

奏楽者 ングワー 路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 494番 1、2節 

聖 書   コリントの信徒への手紙一 

       1章 10節 （新約 P.299） 

祈 祷   

奨 励 「一致を目指して 

―ガルスト以前のディサイプルス派」 

祈 祷  

讃美歌 494番 3節 

主の祈り 

後 奏         

 

１０月 12日（木） 
 

奨励者 木村 太郎 

 （心理福祉学部兼人間福祉学部チャプレン） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 山田 志帆 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌  365番 1、2節 

聖 書    ヨハネによる福音書 

15章 16～17節（新約 P.199） 

祈 祷  

奨 励  「使命に生きる 

〜チャールズ・Ｅ・ガルスト」 

祈 祷  

讃美歌 365番 3節 

主の祈り 

後 奏         

 

１０月 13日（金） 
 

聖学院創立 120周年記念講演会のご案内 

〈講演者〉 関根 清三 先生 
       （聖学院大学大学院特命教授・ 

  総合研究所副所長) 

〈演題題〉 「研究生活の回顧と展望  

         ――魁夷画集をひもときつつ」 

〈日  時〉 11 月 3 日（金.祝） 
13時 00分～14時 30分 

〈場  所〉 チャペル 
 

 

 

 

奨励者 赤田 直樹 

（聖学院みどり幼稚園園長・チャプレン、聖学院教会牧師） 

司会者 山口 博 

奏楽者 村上 野花 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌    332番 1、2節 

聖 書      ヘブライ人への手紙 

13章 7～8節 （新約 P.419） 

祈 祷  

奨 励  「キリストの弟子として生きる」 

祈 祷  

讃美歌  332番 3節 

主の祈り 

後 奏         

 

１０月 31日（火） 
 

今 後 の 全 学 礼 拝 （ 文書 ） 奨 励 者 の ご 案 内 

パイプオルガンミニコンサート 

〈演奏者〉 山田 志帆 職員 
(聖学院大学非常勤職員・聖学院教会オルガニスト) 
 

◆11月 3日（金・祝） 
11：00～11：30 

◆11月 4日（土） 
11：00～11：30 / 13：00～13：30 

 

奨励者 山口 博 

（聖学院院長・キリスト教センター所長） 

司会者 木村 太郎 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏   

讃美歌 66番 1、2節 

聖 書   ヘブライ人への手紙 

        13章 7～8節 （新約 P.419） 

祈 祷 

奨 励 「『聖学院 120 周年を覚えて』

〜バーサ・クローソン宣教師の足跡〜」 

祈 祷  

讃美歌 66番 3、4節 

主の祈り  

後 奏         

１０月 10日（火） 
 


